























































































































































































































































































































































































ており﹆地域社 との関係とい 点で注目できる。蓮華寺自体は町と村の間あたりに位置しているが﹆そのどちらともつなが をもっていた。　
また﹆寺社奉行への願書の一文に「本堂造作全ク成就仕候迄ハ此上年数も相懸り可申候間造作半ニ御座候得共」と
実際には完成には至っていないことが記されており﹆とりあえず上棟・入仏を形だけでも行いたいという感情がみえている。後の出開帳止宿に間に合わせた 思いが強 っ のだろう。　
そうしたやりとりの一方で﹆市郎右衛門ら講中は立札の準備もしている。上棟を知らせる立札で﹆水口町内に三ヶ





















事衆﹆旦中﹆半旦那へ餅・昆布を配っている。大工衆へは主だった者には餅も配っているが﹆概ね熨斗扇子と金子を配っている。加えて﹆惣大工の兵左衛門︵㋺︶へは上棟で飾られた飾り物を残らず贈 。これは道々見物人が出るほどだったというから﹆かなり立派なものであったようだ。このとき﹆兵左衛門からは吸物・赤飯・酒にて供応をうけている。ま ﹆木挽二名へも金子と餅を届けている。大庄屋たちへのお礼はお祝い﹆大工・木挽へのお礼は礼金の意味合いを含んでいると思われる。最後 ﹆入用の明細について市郎右衛門 五郎助がとりまとめを行っている。この二名は講中と世話人を兼ねており﹆そうした 場からこ とき講中内のリーダー的役割 担ったものと思われる。 こでは上棟に五両二分かかったとされているが﹆蓮華寺が用意した夕食代などは含まれていないと思われ ため﹆実際には諸入用はこれより多 ったと考えられる。　
続いて三月九日から入仏の相談が始まる。こちらも講中・世話人による参会が度々あり﹆本山・他寺との交渉も引
き続き講中が行っている。先述した説法の依頼につ て﹆勢州から十一ヶ寺が手伝いに来る 申し出があっ ﹆
「此


























とあることから﹆他の講中以上に市郎右衛門が細やか 働いていたこ がうかがえる。また この三名は講中ではないので﹆旦中か半旦那であると考えられる ﹆このこと ら入仏に際しても彼らに一定の金銭負担が課され ことがわかる。そして払えなかった場合には右のように労働 よる支払いが求められるなど﹆その金銭負担は極めて義務的であったといえる。　
また「万人講」であるが﹆講中ではない三名が万人講店の設置を行っていることから﹆講中︵念仏講︶とは異なる




























































































































































「如来様御輿」 「御宝物」 「慈智院様御乗物」 「河部





蓮華寺からも同行は林超坊のみで一乗寺 姿はない。出迎えの丁重さに対して見送り 簡素であ 。
「借り物いろ々々





























此度入用之儀不足仕候分ハ清兵衛・市郎右衛門・庄兵衛右三人外ニ少々ニ而も助左衛門・五郎助・かしわ屋善右衛門〆六人として相遣し へも旦那中へも少ニ而も相かけ申間敷 」決めた。出開帳を求めるリーダーとして働くだけでなく﹆世話人を中心に金子の自主的な負担もして る。それほどに彼らにとって出開帳は悲願だったといえるだろう。また﹆入用の不足分は﹆先に い出た き同様寺へも他の旦中へも れ以上負担をかけない 決めており﹆彼らの蓮華寺全体への気配りがうかがえる。　こうした働きがかなって﹆京都で慈智院から出開帳 許しを受ける。このとき﹆
「
御本山表へも今一尾申上相談仕












杉丸太﹆大竹で作られている。杉丸太は買い置きがあったものを﹆大竹は寺にあったものを使い﹆どちらも好都合であった﹆と述べている。こうしたことから﹆この「はり出し」は本来の御堂上棟 お ては作る予定の無かったもので﹆出開帳にあわせ 作られたことがわかる。出開帳当日には「大分参詣﹆本 はり出し共ニつまり」とあることから﹆臨時に人が入れる場所として設けられたと考えられる。そして 当寺如来様小家かけ本堂ノ東方ニ西向ニ仕建申候」と 仮小屋を建てて本尊を移 ﹆出開帳当日には「本堂ニ而如来様」を世話している。本来本堂に安置されていた蓮華寺本尊を仮小屋へ移し﹆格の高い一光三尊仏を本堂に招 たわけである。　
出開帳にあわせて﹆もう一つ市郎右衛門たちが苦心したことがある。先にも触れた宝物披露である。専修寺は本山





い﹆長引いたため蓮華寺からは夕飯が出されている。この参会が夕食時までかかったのは﹆京都へ出願に赴く者がなかなか決まらなかったからである。おそらく京都行きの費用は自分たちで負担しなければならなかったと考えられ﹆度重なる出費になかなか決め れなかったのだろう。結局﹆清兵衛︵ⓒ︶が鍵町忠兵衛と﹆供として中瀬子の岩之助を雇って行くことと った。市郎右衛門は全体 リーダーとして水口に残り﹆それ以外の人物の中から世話人兼講中であった清兵衛が行くことになったと考え れる。忠兵衛・岩之助は 場にはいないこと ら﹆清兵衛が個人的に交渉したのだと思われ 費用も清兵衛が出したのではないだろうか。　
しかし﹆慈智院の決定は覆らなかった。その言い分を﹆清兵衛は「御開帳信心之事ニ而ハ無御座候由御止メ被成と






























































右衛門はこの様子を「凡六七万人と相見へ申候﹆十万人も御座候様ニ申候」と述べている。大げさにも思えるこの人数の真偽はわからないが﹆本堂・はり出しともに人がつまる程の参詣者であった いうから﹆随分 盛況であったとは間違いない。ま ﹆門前内両脇に 「大山仁兵衛・仁左衛門﹆外ニ七﹆八 相詰申候」と る。大山仁兵衛は水口の非人頭であり﹆仁左衛門以下七﹆八人はその配下だと思われる。彼らは当日の現場警備を行ったと考えられる。非人頭である仁兵 自らが警備を務めたことも﹆こ 出開帳が蓮華寺だけの行事としてでは く水口の町全体を巻き込む重要な行事として捉え れていた証左となろう　
この朝の開帳では一光三尊仏へ蓮華寺より銀二両﹆門下中より金百疋が納められた。また﹆門下中とは別に個人的




























































































































































































A Study of “Dekaicho” and “Kochu” at Temple 
in the early Modern Period:
Taking “Minakuchi-San Rengeji” as a case example
KUGA Misaki
Abstract
 The purpose of this thesis is to make clear the role of “Kochu” in “Dekaicho” 
at the temple in early modern period.
 “Dekaicho” means that the owner exhibit a Buddhist image at some other 
temples. It was the very big event for the temple,believer, and society.
 In the first chapter, I explain what kind of group “Kochu” was. The member of 
Kochu, in Rengeji, were different from general believer. They were the main 
supporter of Rengeji, and they were wealthy. In addition, Among them,people 
called “Sewanin” was a leader. They were important caretaker in all of Rengeji.
 Rengeji was rebuilt and the Buddhist image was put into the main temple 
again. In the second chapter, I confirm what Kochu did then. The chief priest got 
sick a lot,Kochu has been working mainly made across the board and preparing 
requests or other help to the other temple.
 In the end,I take up Dekaicho in the third chapter. After completion of 
framework,but Rengeji was unfinished. So Kochu planned Dekaicho. They 
negotiated with head temple themselves. And I consider the state of the prior day 
preparation. As a result,to clarify the actual situation that Kochu had become a 
main management rather than Rengeji.
